
　

千
町
集
落
は
西
条
地
区
の
山
間

部
に
あ
る
緑
豊
か
な
集
落
で
す
。

今
か
ら
40
年
ぐ
ら
い
前
に
は
、
千

枚
を
超
え
る
石
積
棚
田
が
山
の
斜

面
に
広
が
り
、
非
常
に
美
し
い
山

村
の
風
景
を
形
成
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
生
産
者
の
高
齢
化
と

と
も
に
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
、

先
人
が
辛
苦
と
と
も
に
造
り
上
げ

た
棚
田
の
景
色
が
、
自
然
消
滅
の

危
機
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
棚
田

の
保
全
管
理
や
景
観
の
保
持
、
さ

ら
に
は
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

む
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

西
条
農
業
高
等
学
校
で
は
、
生

徒
・
教
諭
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
加

わ
り
、
借
り
受
け
た
棚
田
で
の
除

草
や
石
積
み
の
修
復
作
業
、
水
稲

や
雑
穀
・
コ
ス
モ
ス
栽
培
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ

Ａ
西
条
で
も
、
田
植
え
か
ら
刈
り

取
り
ま
で
、
一
般
消
費
者
に
棚
田

で
の
米
作
り
を
体
験
し
て
も
ら
う

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

集
落
の
人
た
ち
と
の
交
流
の
輪
が

広
が
る
と
と
も
に
、
千
町
の
美
観

が
次
代
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
が

大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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千町の石積棚田

No.50　ヒヨドリ（留鳥）
　「ピーヨピーヨ」とやかましく鳴き、花の蜜や果実を好んで
食べる嫌われ者。かつては山麓で繁殖していましたが、近年、
市街地でも営巣しています。飛び方に特徴があり、翼を広げた
りすぼめたりして波型飛行します。春と秋の渡りの季節には、
大群で移動しているところが見られます。

撮
影：

十
亀
茂
樹

　

第
53
回
　

千
町(

せ
ん
じ
ょ
う)

の
石
積
棚
田

平成21年8月末日現在
住民基本台帳登録数 ( )内は前月比

人　口　114,787 人  （－  9人）

　男　　  54,971 人   （＋15人）

　女　　  59,816 人   （－24人）

世　帯　  47,627世帯（＋37世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　今は亡き渥美清さんの代表作「男は
つらいよ」のエンディングには、晴れ
渡った空に煙火が２～３発上がり、頭
（こうべ）を垂れた稲穂の向こうの鎮守
の森に、のぼりが揺れている。そんな
秋祭りのシーンがよく出てきました。
　過去半世紀で最も遅い梅雨明けと
なった夏が去り、今年も収穫に感謝す
る秋祭りの季節が訪れました。 老いも若
きも心が躍るこの特別な日を、平和で
楽しい思い出にしたいものです。
　ごみの後片付けもお忘れなく… ( ま )

▲ ＪＡ西条の棚田を守る取り組み

▲ 先人の苦労がしのばれる石積み
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